
















【製品】　　レベル１：共通工－レベル２：排水性構造物 様式３－２

技術の名称 モノドレン

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【ＫＫ-980088】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 近畿地方整備局　近畿技術事務所

分類 〔レベル１：共通工　〕、〔レベル２：排水性構造物　〕、〔レベル３：暗渠工　〕、〔レベル４：暗渠排水管　〕

使用可能な工事の種類 トンネル裏面排水工、のり面排水工、一般排水工

技術名称 暗渠排水管

その他

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位あたりの材料費
105040円/100ｍ 82820円/100m 約21％の向上

単位あたりの施工費 10980円/100ｍ 8091円/100ｍ 約27％の向上

継手材料費 2100円/100ｍ 2485円/100ｍ 約18％の低下

ランニングコスト 　― ― ― ―

その他 　― ― ― ―

トータルコスト
118120円/100ｍ 93396円/100ｍ 約21％の向上

備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞

構造 　― ― ― ―

施工段階 作業員に対する事故等の発生 「土木工事安全施工技術指針」
の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第７章土木工事」による

繊維材料である為、しなやかであ
り、人体に傷をつけることが無
い。

同等

※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

第三者に対する事故等の発生 「土木工事安全施工技術指針」
の「第１章総則、第２章安全措置
一般、第８章土木工事」による

施工は手作業で敷設を行うので
特に重機も使用せず、事故の可
能性は低い。

同等

物性 化学的安定性
酸・アルカリ等の影響によって著
しい変状、劣化が生じてはならな
い。

PET樹脂製であるため化学的に
安定している。

同等

形状 圧縮性能
自社規格：3.0（ｋN/ｍ）　【M-3の
場合】

4.2ｋN/ｍ（21％ひずみ時）
モノフィラメントの編み構造なの
で、耐圧性がある。

能力 排水能力

基準は特に無いが、従来技術と
してあげているものの粗度係数：

０．０１８

透水試験装置を使用し、出納差
を一定に保ちと薄い流量を測定
した結果、粗度係数は平均０．０
１７２であったため、製品の粗度
係数を０．０１８とした。

同等

材料 品質管理と適合性
品質管理は生産過程での管理試
験による品質管理を行う。

モノドレンは各生産ロット毎に品
質管理試験を実施し、規格値以
上であることを確認している。

同等

施工 　― ― ― ―

完成物 　― ― ― ―

合理化 工程 0.7日
国土交通省土木工事積算基準
（平成17年度版）より算出

0.54日
自社歩掛りより算出

２３％向上
材料が軽量で長尺である為、施
工性が良い。

製品長さ ４ｍであるため、継ぎ手箇所が多
くなる。

定尺２５ｍである。
製品が超尺であるため、継ぎ手
箇所数が少なく施工性が向上す
る。

バリエーション 全面透水タイプ（ネット・不織布）
片面透水タイプ（ネット・不織布）
ヒレ付きタイプ

用途に合わせて選択可能

現場条件 現場勾配

―
材料がフレキシブルであり、導水
勾配さえ確保できれば施工可能
である。

―

適用範囲 適用場所 法面排水、盛土の水平排水、トン
ネル裏面排水、擁壁などの裏込
め排水、グランドなどの排水など
に適用。

― 同等

自然条件 環境による影響

―
温泉地域等酸性の高い河川、産
廃処理場、海岸などでの使用に
も十分対応可能。

従来技術と同等である

施工管理 　― ― ― ―

難易度 　― ― ― ―

社会環境 省資源化への貢献度

―

年間使用計画数に対するＰＥＴボ
トル再生樹脂使用量はＰＥＴボト
ル（500ｍｌ）換算で約623万本と
なる

向上する。
PETボトルを再生し製品化してい
るため、PETボトルの焼却による
地球温暖化の低減、あるいは埋
め立て廃棄のための運搬に係わ
るエネルギーを削減できる。

溶出物

主原料がポリエチレンであり、科
学的に安定しており、溶出物等
の心配が無い。

耐薬品性に優れ、分解等による
物性変化が無く、溶出物の危険
性も無い。また、PETボトル由来
のリサイクル原料であり、不純物
等の混入が少ない

有害物質の溶出は無く、同程度
といえる。

作業員環境 　― ― ― ―

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 　他　（　当技術は製品であるため、その摘要工事の技術指針に準拠する。粗度係数は自社確認値。　）

周辺環境への影響

その他

耐久性

品質・出来形

施工性

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全
性等は含まない。

詳細説明資料

申請者記入欄

申請者記入欄

評価項目

選定理由

　　比較対象とする
　　従来技術

評価項目

大

合成樹脂製の暗渠排水管が広く使用されているが、主としてバージン原料を用いられることが多い。
本技術は、再生PET樹脂を50％以上使用しており、従来のバージン製品と同等のエネルギー量で生産しているため、有効な資源利用となっている。

経済性



備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞大

申請者記入欄評価項目

積算基準等 　有　（　自社基準　）

施工管理基準等 　無　（　当技術は製品であるため、その摘要工事の施工管理基準に準拠する。　）

その他








